
ＣＯＭＥＳＡ月報（２０１９年５月） 

 

１．動き 

（１）ＣＯＭＥＳＡ加盟国，砂糖の高い生産量を維持(2019.5.4) 

ＣＯＭＥＳＡ地域の８カ国はＥＵ，米国及び中国に対して輸出される未加工農産物の中でも砂

糖の生産に影響力がある。域内で糖の生産一位はエスワティニ（６５０，０００千トン），二

位はエジプト（５９５，０００千トン），三位はザンビア（４５０，０００千トン）である。

粗糖の輸入国はイスラエル，ロシア，タンザニア等である。２０１９年４月に行われた第９回

アフリカ砂糖会議では，ＣＯＭＥＳＡは，東部アフリカ商品貿易同盟を通じて参加し，ムクカ

種子開発専門家は砂糖に焦点をあて，持続可能な農業の世界潮流に関する特別講演を実施し

た。同会議において，アフリカは，世界の砂糖総生産の６％を占めており，ＣＯＭＥＳＡ加盟

国は，アフリカの総生産量の５２％を占めていることが分かった。アフリカの消費は過去１５

年に比べて７０％以上成長しており，世界の他の地域の年間成長のほぼ二倍である。この成長

にもかかわらず，アフリカの消費は，１人あたり１７キログラムであり，世界平均の２３キロ

グラムに比べて大きく下回っている。サブサハラ地域は世界のどの地域と比較しても砂糖消費

成長の大きなポテンシャルがある。 

（２）ＣＯＭＥＳＡ，開発パートナーと調整フォーラムを開催（2019.5.6） 

ＣＯＭＥＳＡと開発パートナーは，６日，ルサカで第二回共同調整フォーラムを開催した。本

フォーラムの目的は，開発協力事項に関するベストプラクティスの促進と建設的関与のための

政策及び事務レベルでの定期的かつ構造的対話のプラットフォームを提供することである。同

フォーラムは，ＣＯＭＥＳＡ事務局が，開発パートナーに対して，ポテンシャルのあるプロジ

ェクトの提案や資金が必要な優先分野を示すためのプラットフォームとなる。ＣＯＭＥＳＡ開

発予算の６４％は開発パートナーによるもので，その中でもＥＵが最も多い。複数年財政枠組

みであるＥＵ開発基金（ＥＤＦ１１）は８，５００万ユーロあり，貿易促進，小規模越境貿

易，地域バリューチェーン開発，及びキャパシティビルディングの４主要分野に取り組むもの

である。 

（３）ＣＯＭＥＳＡ，マラウイの三者選挙監視ミッションによる仮発表(2019.5.24) 

マラウイ政府の求めに応じ，ＣＯＭＥＳＡは２０１９年５月２１日，三者選挙の短期監視ミッ

ションを派遣した。ミッションは，政党を含めた様々な関係者から高い満足度を得た。選挙に

おいては，選挙に関する事項について議論し同意を形成する国家選挙諮問フォーラムを設立し

た。草の根レベルでの政党間の対話と問題解決のための綱領を定める多党間リエゾン委員会が

設立された。政府は，雇用主が従業員に投票することを可能とする指示を出したが，将来の選

挙においては，政府は，投票者の時間が十分に確保できるように，選挙日を休日とすることを

検討することを薦めた。 

ミッションは，マラウイ選挙管理委員会が，市民社会団体と協力して行った努力を認める一方

で，地方においてより努力が必要であると考えている。マラウイ選挙管理委員会が，あるカテ

ゴリーの人々が，登録していない投票所での選挙を容認する指示については，このような決定

は混乱を避けるために十分に前もって決定し通知すべきであったという見解である。 

（４）ＣＯＭＥＳＡとＵＮＣＴＡＤ，地域情報ポータルの設立の取引を開始(2019.5.24) 

ＣＯＭＥＳＡとＵＮＣＴＡＤは，地域の貿易促進プロジェクトを実施するために共同委託協定

を開始した。同協定において，ＣＯＭＥＳＡはＵＮＣＴＡＤに「国家及び地域貿易情報ポータ

ル」及び「税関自動化地域センター」の企画と開発を委託する。この２つの活動は，ＥＵ開発

基金８，５００万ユーロのうち３００万ユーロ相当の活動となる。国家及び地域貿易情報ポー

タルは一つのプラットフォームで必要な貿易情報に容易にアクセスすることを促進し，税関自



動化地域センターは，自動関税データシステム（ＡＳＹＣＵＤＡ）に関する技術・機能研修を

支援し，アプリケーションを開発利用するための技能の向上につながる。 

２．今後の予定 

７月８月～１２日 ２～３カ国以上の間のリンケージに関する二国間ワークショップ（カンパラ） 

７月１７日～２１日 ＣＯＭＥＳＡ国際貿易フェア・ハイレベルビジネスサミット（ナイロビ） 

７月１０日～１２日 第４階イエローカード実施のレビュー調整者ワークショップ（アディスアベバ） 

 

（出典）ＣＯＭＥＳＡウェブサイト(http://www.comesa.int) より 

【COMESA の概要】 

☆ 設立：1994 年 12 月（1981 年に設立された東・南部アフリカ特恵貿易地域（PTA）に代わる自由貿易圏） 
☆ 現議長国：マダガスカル 
☆ 本部（事務局）：ルサカ（ザンビア） 
☆ 事務局長：チレンシェ・カプウェプウェ(Ms. Chilenshe Kapwepwe)（ザンビア人。2018 年７月就任。） 
☆ 加盟国：21 ヵ国（2019 年 5 月現在） 

ブルンジ、コモロ、コンゴ（民）、ジブチ、エジプト、エリトリア、エチオピア、エスワティニ，ケニア、リビア、マダ

ガスカル、マラウイ、モーリシャス、ルワンダ、セーシェル、スーダン、ソマリア，チュニジア，ウガンダ、ザンビア、

ジンバブエ。 

☆ COMESA 圏の特徴 
 ＊人口：約５．４億人 

 ＊総面積：約１，２００万平方㎞（アフリカ全体の１／３強） 

 ＊全ＧＤＰ：約７，６８０億ドル 

 ＊貿易総額：約２３５０億ドル（２０１６年） 

 ＊域内からの総輸出量：８０３億ドル（２０１６年） 

☆ 活動目的： 天然資源と人材をすべてのＣＯＭＥＳＡ加盟国のための開発への協力に合意した自由独立主権国家による組

織。平和と安全保障の促進を必然的に含む広範囲な目的も有する。各国が直面する障壁の克服を可能とする大規模経済貿易

圏の形成が主な活動目的。アフリカ連合（AU）が認定するアフリカの８つの地域経済共同体（RECs）の１つ。 
☆ 主な機関：首脳会議、閣僚理事会（通商担当閣僚級）、政府間委員会（次官級），COMESA 競争委員会，貿易開発銀行，

COMESA 皮革・皮革製品機関，COMESA 金融機関，COMESA ビジネスカウンシル，COMESA 司法裁判所 
☆ 主要プログラム：自由貿易圏，関税同盟，貿易促進（域内の電子化関税ネットワークの統一，物品，サービス及び人の移動

を円滑にするための運輸通信の管理，民間セクターの成長を促す環境と法的枠組みの創設，安全な投資環境の設立，共通の

基準の採用，マクロ経済・金融政策の調和化等                    ＜出典：COMESA Web-Site＞ 


